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農

業

経

鋒

方

式

理

論

の
研
究

〈
チ
ユ
ー
ネ
ン
、

ア
ー

ν
ポ

I
及
び
次
に
来
る
も
の
)

波

法

侃
註
一

私
は
曇
に
農
業
経
替
の
方
式
と
規
模
と
の
闘
係
を
検
討
し
九
新
し
き
方
式
は
大
規
模
粧
替
に
常
現
せ
ら
る
L
と
と
を
述
ペ
た
。
新

し
き
方
式
の
持
つ
鶴
市
性
と
有
利
性
は
犬
規
模
鰹
替
の
持
つ
技
術
去
何
企
業
と
粧
替
の
優
秀
さ
と
結
び
つ
き
、
共
等
の
暫
時
の
存
在
を

許
す
の
で
る
る
が
、
や
が
て
そ
れ
が
一
般
化
し
有
利
性
を
失
ひ
、
小
経
畿
の
一
勤
勉
さ
に
よ
っ
て
の
み
存
績
さ
せ
ら
れ
る
、
と
云
ふ
の

で
あ
っ
た
。

¥ 

今
聞
は
農
業
方
式
自
酬
胞
を
論
じ
て
見
ゃ
う
。
主
た
る
問
題
は
農
業
経
替
の
部
門
又
は
種
目
即
ち
植
産
畜
産
及
ぴ
製
造
の
選
揮
及
び

配
合
で
あ
る
。
柏
産
種
目
中
所
謂
作
目
や
畜
産
種
目
中
の
謂
は
ど
畜
目
の
細
か
い
と
と
に
は
入
ら
ね
と
と
に
し
た
い
。
経
鋒
組
織
方

社
町
二

一
角
叉
は
多
角
、
専
門
又
は
混
合
が
主
と
し
て
考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

式
の
皐
複
、

註
三

故
近
我
邦
農
業
経
論
皐
界
は
澗
迭
の
先
縦
に
従
ひ
チ
ユ

l
ネ
ン
及
び
ア

l
レ
ボ
ー
を
租
速
し
っ
、
あ
る
様
だ
。
特
に
チ
ユ

1
ネ
ン

註
四

の
再
検
討
が
試
み
ら
れ
つ
L

る
る
。
併
し
そ
れ
は
再
検
討
と
云
ふ
よ
り
は
再
理
解
と
一
五
ふ
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
チ
エ

1
ネ
ン
の
名
乙

そ
一
般
的
で
あ
れ
、
共
の
解
は
然
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
P

彼
の
阜
設
の
構
成
に
多
く
の
般
定
と
複
雑
な
数
式
布
初
特
に
微
分
と
資
際

経
験
資
料
を
使
っ
た
計
算
が
用
ひ
ら
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
検
討
が
た
さ
る
L

な
ら
ほ
共
の
限
定
の
一
々
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

敬
式
布
初
及
び
計
算
は
複
雑
で
は
あ
る
が
筋
が
立
た
ね
と
は
忠
は
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
但
し
共
計
算
が
賞
例
を
件
ふ
て
孤
立
閤
第
一

胤
眠
薬
経
営
方
式
理
論
の
研
究

一
入
七



設
業
経
笹
方
式
理
論
の
研
究

一
八
人

部
に
於
て
は
質
詩
的
意
識
が
明
確
で
あ
る
が
、
車
な
る
数
式
布
桁
・
な
る
第
二
部
に
が
、
て
は
、
現
賓
と
到
想
と
が
ど
っ
ち
ゃ
に
怒
り
、

且
説
躍
が
判
明
せ
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
忠
は
る
L
簡
が
あ
る
。
チ
ユ
1
ネ
ン
は
決
め
ど
も
議
会
」
ざ
る
源
泉
に
似
て
居
る
が
、
尚
段
偉

大
な
る
未
完
成
と
一
五
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
検
討
し
更
に
新
友
る
完
成
を
す
る
と
と
は
後
療
者
の
住
務
で
あ
ら
う
。
此
庭
に
は

チ
ユ

1
ネ
ン
の
仮
比
を
一
一
一
一
一
姶
ふ
て
批
判
し
て
見
ゃ
う
。

第
一
の
椴
定
は
都
市
に
が
、
て
共
の
需
型
口
問
の
、
此
鹿
で
は
農
産
物
の
偵
格
が
定
ま
れ
J

て
居
る
と
と
で
あ
る
。
事
買
は
必
ず
し
も
都

市
に
於
て
の
み
間
格
が
定
ま
る
の
で
は
な
い
し
、
叉
共
定
ま
っ
た
債
格
が
動
か
ね
も
の
で
も
た
い
と
と
を
示
す
。
そ
れ
は
都
市
の
み

で
は
な
い
一
般
の
川
市
製
品
仰
の
時
要
力
と
農
村
の
み
で
は
な
い
一
般
の
供
給
者
の
供
給
カ
と
で
定
ま
る
で
あ
ら
う
。
需
要
力
と
供
給
力

と
は
北
ハ
の
存
立
訂
以
の
越
化
に
肱
じ
て
の
偵
絡
の
費
化
で
あ
る
。

一
定
の
量
及
び
一
定
の
債
格
で
は
・
な
い
。
数
理
的
に
一
五
へ
ば
一
定
の

函
数
闘
係
と
し
て
定
ま
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

チ
ユ

l
ネ
ン
は
共
時
代
険
制
で
農
丙
物
と
し
て
重
要
度
を
加
へ
た
馬
鈴
饗
を
採
っ
て
議
論
し
た
。

ラ
イ
安
一
シ
エ
ツ
フ
エ
ル
の
向

づ
る
而
儲
か
ら
同
鈴
持
六
二
ハ
六
シ
エ
ツ
フ
エ
ル
以
上
が
牧
穫
せ
ら
れ
前
者
の
一
シ
エ
ツ
ブ
エ
ル
が
後
者
の
二
シ
ヱ
ツ
フ
ヱ
ル
で
代

置
さ
れ
る
の
で
「
一
同
に
於
て
民
鈴
砦
栽
培
の
導
入
に
よ
り
人
口
が
遊
し
く
増
加
し
得
る
が
此
の
増
加
の
結
果
努
貨
が
低
下
し
附
労
働

者
が
彼
の
貯
貨
に
て
出
向
鈴
惑
の
み
を
購
入
す
る
と
と
が
出
来
る
だ
け
で
動
物
質
食
物
の
補
助
な
し
κ
:
:
:
生
活
せ
ね
ば
友
ら
な
い
・
な

ら
ば
、
岡
山
永
の
・
:
:
朕
態
は
故
も
悲
む
べ
き
も
の
:
:
:
」
で
あ
る
。
併
し
馬
鈴
薯
を
飼
料

m
k供
し
草
地
の
放
牧
に
よ
る
よ
り
は
二

・
六
六
怖
の
商
品
川
を
翠
げ
作
る
か
ら
栽
舟
馬
鈴
薯
の
一
部
を
飼
料
用
と
し
共
帯
用
物
を
以
て
馬
鈴
薯
食
を
柿
へ
ば
宜
し
い
。
之
に
よ

っ
て
馬
鈴
持
不
作
の
場
合
に
は
円
余
惑
を
燐
殺
し
て
食
糧
を
確
保
す
る
方
法
も
つ
く
と
す
る
。
ハ
と
の
現
論
は
(
吉
一
口
外
に
ラ
イ
奈
の
食
続

最
応
物
と
し
て
の
絶
釣
必
嬰
刊
を
否
定
す
る
も
の
だ
。
)

そ
と
で
私
築
で
あ
る
が
、
土
地
而
積
が
一
定
[
そ
れ
に
応
鈴
薯
の
み
耕
作
[
共
の
弊
働
の
み
に
人
が
従
事
す
る
と
せ
よ
、

一
人
の



賃
銀
は
叫
鈴
前
者
の
総
人
口
割
営
量
'c
考
へ
る
と
と
が
出
来
、
馬
鈴
薯
線
牧
量
が
一
定
す
れ
ば
人
口
靖
加
に
よ
づ
て
其
一
入
賞
即
ち
賃

銀
が
反
比
例
的
に
減
少
す
る
。
開
向
鈴
警
の
割
営
且
一
旦
即
ち
賃
銀
が
低
け
れ
ば
食
輔
が
欠
乏
す
る
と
と
に
な
る
の
で
飢
餓
棋
や
衰
亡
線
以

下
に
人
口
は
増
し
作
泣
い
。
馬
鈴
薯
が
多
け
れ
ば
之
を
家
畜
飼
料
と
し
或
は
農
応
製
治
用
に
供
し
馬
鈴
曲
者
を
共
偉
食
料
の
み
と
す
る

よ
り
多
く
の
欲
望
充
足
が
得
ら
れ
る
。
賃
銀
は
薯
プ
ラ
ス
肉
プ
ラ
ス
酒
の
如
く
な
る
で
あ
ら
う
。
叉
問
単
純
に
考
へ
て
警
に
し
ろ
肉
に

仁
ろ
，
抽
に
し
ろ
共
生
産
に
用
ひ
ら
れ
た
る
勢
働
力
を
賃
銀
と
考
へ
る
と
と
が
出
来
る
。
都
市
左
間
合
と
の
職
分
関
係
等
を
考
へ
る
と

斯
く
単
純
友
も
の
で
泣
い
け
れ
H

と
も
一
感
さ
ろ
考
へ
ら
れ
る
と
一
匹
ふ
の
で
る
る
。

チ
ユ

l
ネ
ン
の
考
方
で
は
一
躍
農
産
物
の
牧
穫
量
及
び
都
市
に
於
け
る
債
格
は
一
定
し
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
一
定
の
附
労

働
と
一
定
の
肥
料
を
用
ぴ
て
生
産
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
唯
農
点
物
の
種
類
を
異
に
す
る
際
に
共
の
計
算
が
呉
れ
夕
、
土
地
を
異
に

す
る
に
よ
っ
て
運
搬
授
の
差
従
っ
て
牧
谷
差
を
生
守
る
と
と

κよ
り
、
生
法
物
従
っ
て
経
戯
曲
方
式
を
費
十
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
共

理
論
の
営
然
の
結
果
と
し
て
少
く
も
都
市
の
人
口
は
撃
と
薪
と
褒
と
乳
肉
左
供
給
せ
ら
る
L

も
白
で
あ
っ
た
。
元
来
農
業
を
離
れ
た

部
市
人
口
の
存
在
が
仮
定
さ
れ
て
居
る
。
彼
の
孤
立
圏
第
一
一
部
に
於
て
述
べ
た
も
の
は
枇
舎
の
職
業
分
化
と
経
情
的
分
配
の
理
論
で

あ
ヲ
た
。
そ
れ
に
少
し
く
働
れ
て
見
ゃ
う
。
、

持
働
者
が
会
際
と
し
て
問
ヒ
や
う
に
手
よ
り
口
へ
の
生
時
及
泊
費
を
な
さ
や
、
共
一
部
が
金
生
売
を
増
加
せ
し
め
る
様
訟
手
段
即

ち
資
本
を
形
成
す
る
矯
め
に
働
く
と
す
る
。

一
部
の
帥
労
働
者
は
大
部
の
帥
労
働
者
と
賃
銀
は
等
し
い
が
共
大
部
の
附
労
働
者
に
養
は
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
?
大
部
の
帥
労
働
者
は
其
生
産
物
全
部
在
自
分
建
仲
間
の
み
に
分
配
せ
や
徐
さ
ね
ば
た
ら
ね
。
共
の
飴
剰
が
他
の
持
働
宥
&

養
ひ
資
本
を
作
成
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
増
収
を
拳
ぐ
る
僚
件
を
以
て
賃
銀
を
算
出
し
た
。

}
入
賞
勢
働
生
産
物
;
j
i
-
-
;
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
唱

一
入
賞
賃
銀
:
:
:
e
・e・-
j

a

-

-

j

i

-

-

『

但

L
a
は
努
働
者
の
必
要
額
、

y
は
同
じ
く
絵
剰
額

農
業
樫
管
方
式
理
論
の
桝
究

一
八
九



農
業
経
営
方
式
理
論
の
研
究

一
九
O

資
本
作
成
者
一
入
時
国
務
働
量
・
:
J
J
・-
:
J
i
-
-
:
:
・・』

縫
っ
て
同
じ
く
資
本
償
制
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:官
十

河

ム

資
木
の
場
整...•.•..• 

，， 

......... ，
 

.• 

・・・・・・・
:
:
:
1
・
U
仏
悶
巳
H
N

《
』
何
世
斗

a
u
こ

資
本
作
成
者
の
賃
銀
-
j
i
-
-
-
:
j
e
e
-
-
・:
j
i
-
-
;
:
ヤ
目

共
を
最
大
な
ら
し
む
る
僚
件
:
:
・
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
:
:
P十
河
川
H

に
1
勺

此
の
推
理
は
明
か
に
資
本
の
作
成
な
る
一
時
的
行
筋
が
永
久
に
傘
草
さ
れ
る
と
と
を
一
不
す
も
の
で
あ
っ
て
謂
は
む
過
隼
重
で
あ
る

、.、.、
.. 
、.

が
静
一
相
…
を
h

夜
間
叫
し
て
居
な
い
と
は
云
へ
な
い
。
否
チ
ユ

1
ネ
ン
は
之
で
公
平
が
官
現
さ
れ
る
の
で
一
般
の
賃
銀
は
せ
い
ぜ
い
弊
働
者

の
必
要
額
で
あ
り
共
以
下
の
場
合
も
あ
る
と
考
へ
た
の
で
る
る
。

農
業
経
待
感
で
チ
ユ

I
ネ
ン
の
皐
統
を
継
い
だ
も
の
と
し
て
ア

l
レ
ボ
l
と
プ
リ
ン
タ
マ
ン
が
象
げ
ら
れ
る
。
後
者
は
哲
駆
的
で

あ
る
が
科
取
的
で
は
な
い
。
恐
く
チ
ユ

1
ネ
ン
の
正
統
を
糧
ぐ
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
前
者
は
数
式
布
初
及
計
算
を
持
っ
て
居
・
な
い

し
、
経
験
資
料
は
数
字
と
し
て
は
局
な
い
が
少
く
も
事
賓
の
闘
聯
、
即
ち
彼
が
ア
エ
ア
(
ル
ト
ニ
ツ
セ
・
ア
イ
ン
フ
リ
ユ
ツ
セ
と
し

て
詑
辿
す
る
も
心
、
を
竪
山
口
川
に
描
い
て
居
る
の
で
あ
る
。
珂
論
的
基
礎
は
チ
ユ

1
ネ
ン
と
同
じ
く
、
数
字
的
表
現
を
用
ふ
れ
ば
微
分

で
あ
り
、
経
桝
皐
的
表
現
を
即
ふ
れ
ば
限
界
効
用
取
設
で
る
る
。
そ
れ
は
彼
の
+
へ
著
農
業
解
替
問
中
汎
論
の
宋
章
純
益
論
及
集
約
度
理

プ
ラ
イ
ス
フ
ェ
ア
内
ル
ト

a
沙
セ

論
で
明
か
で
あ
る
。
北
著
書
の
会
開
で
ア

1
レ
ボ
ー
は
農
業
経
皆
方
式
の
定
ま
る
保
件
を
債
格
闘
係
た
り
と
し
た
が
、
之
れ
は
チ

ユ
l
ネ
ン
の
都
市
よ
り
の
距
離
閥
係
同
技
場
所
に
よ
る
慣
格
差
ぜ
る
っ
た
の
短
期
波
動
的
に
費
や
る
時
間
的
債
格
闘
係
で
は
な
い
。

唯
ア

i
レ
ボ
ー
は
長
期
傾
向
と
し
て
と
の
債
格
賢
化
を
認
め
て
居
る
貼
に
於
て
チ
ユ

l
ネ
ン
よ
り
一
歩
を
進
め
て
居
る
と
云
ふ
べ
き
註
四

一
般
維
持
事
的
な
も
の
に
過
ぎ
ぬ
が
今
一
膝
共
の
指
導
原
理
念
る
も
の
を
制
介
し
て
置
く
。

で
る
る
。
集
約
度
理
論
は
勿
論
常
識
的
、

一
、
経
営
の
粗
放
と
は
、
之
に
従
事
す
る
個
々
の
鋳
力
、
叉
は
之
に
使
用
す
る
伺
キ
の
想
、
叉
は
個
々
の
役
畜
用
畜
に
蛍
る
土
地
面
積
の
大
な
る



ナ
チ
ユ
ヲ
ル
ア
今
フ

V
シ

v

'

t

v

p

F

P

'

'

e

を
一
弐
ふ
。
集
約
と
は
英
の
小
な
る
も
の
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
即
ち
一
定
土
地
面
積
に
嬢
用
せ
ら
る
L
貨
物
使
用
高
を
一
疋
ふ
の
で
、
党
幹
佐
出
町

を
一
式
ふ
の
で
は
な
い
。

二
、
同
一
土
地
面
積
を
用
ひ
て
多
く
の
人
間
が
生
存
す
る
矯
め
に
は
農
業
経
管
の
集
約
な
る
を
要
す
る
。
而
も
共
の
動
因
は
生
産
物
と
生
産
手
段

f
ヲ
'
ー
ス
ヲ
エ
?
シ

f
ず

d
4
h
，

の
健
機
関
係
で
あ
る
。

三
、
文
化
設
建
の
最
低
度
に
て
は
人
及
道
具
に
脳
到
し
土
地
が
多
〈
存
在
し
そ
れ
は
償
値
を
認
め
ら
れ
ず
債
格
は
存
し
な
い
。
故
に
之
は
生
産
手

段
と
看
倣
き
れ
な
い
。
唯
技
術
的
に
見
れ
ば
土
地
即
ち
自
然
ば
務
力
及
道
具
に
鈎
比
し
よ
り
電
要
な
る
生
産
上
の
役
目
を
果
た
す
。

四
、
農
業
の
目
的
は
此
段
階
に
あ
り
て
は
一
定
面
積
よ
り
最
大
の
牧
穫
を
掌
ぐ
る
に
存
せ
ず
、
藤
周
せ
る
労
働
及
活
具
使
用
に
到
す
る
牧
穫
の
最

大
に
存
す
る
。
土
地
が
如
何
種
用
ひ
ら
れ
た
か
は
問
題
で
な
レ
。

ヲ
ル
ペ

fdv

，t
"
'
fシ
ペ
シ
タ

E
ル

レ

シ

ヂ

組

事

E

・4
ず
シ
レ
シ
ヂ

五
、
農
業
設
建
の
最
低
段
階
で
は
勢
働
賃
銀
と
道
具
賃
籾
は
あ
る
が
地
代
は
な
レ
。

エ
凡
シ
テ
マ
ヅ
セ
-
d
Z
A

，ョT
4
・ル巴

r

六
、
努
働
日
数
叉
は
型
数
に
底
ず
る
最
高
の
牧
穫
高
及
び
総
償
額
は
土
地
面
積
車
位
に
臆
ず
る
最
高
で
は
な
い
。

七
、
人
口
が
増
加
し
而
も
技
術
の
準
歩
が
伴
は
ぬ
主
農
産
物
は
高
債
と
な
る
が
、
工
業
が
進
ん
で
其
方
か
ら
買
入
る
L
且
同
業
川
品
の
償
絡
は
侭
廉

ヲ
皐
ア
ヂ
ン
ヌ
シ
グ

と
な
り
、
雨
者
の
債
格
の
聞
き
が
農
業
に
底
用
せ
る
資
本
の
利
廻
を
大
に
し
共
闘
眼
用
量
を
大
に
す
る
。
却
ち
集
約
度
を
高
め
る
の
で
あ
る
。

f
シ
ペ
シ

'IaP4M
巴
，

u
a
・，

八
、
農
業
極
管
に
嬬
湖
周
せ
ら
る
L

資
本
財
が
常
に
高
き
利
廻
を
脅
し
、
借
金
等
の
利
率
よ
り
高
く
な
れ
ば
、
企
業
益
(
利
潤
U

が
安
全
に

カ
ピ
タ
り
包
J
i
b
-，
釆

14fシ
ザ
ヲ

f
え

得
ら
れ
、
土
地
所
有
は
そ
れ
を
確
保
す
る
方
法
と
な
る
。
設
に
土
地
の
資
本
化
主
、
土
地
債
格
の
端
技
生
が
起
る
。

，e
L
'
a
ぺ
〉
タ
・
・
-
h

，芭，
w
エ
-
d

，一レl
d可，内
f
p

九
、
土
地
所
有
は
資
本
(
道
具
資
本
〉
の
利
廻
を
確
保
す
る
機
縁
で
あ
る
。
駿
業
分
化
に
よ
る
利
径
分
配
上
の
優
位
を
確
保
す
る
方
法
で
あ

ヲ

也

。

，

.

一

o、
図
民
経
済
の
漸
準
に
よ
っ
て
、
且
同
業
努
働
者
の
賃
銀
は
農
産
物
侵
格
に
比
し
下
議
し
、
同
教
労
働
者
に
約
す
る
報
酬
の
一
定
土
地
面
積
に

生
産
物
量
で
の
割
合
は
漸
滋
ず
る
。
故
に
農
業
経
営
上
努
働
の
集
約
化
が
出
来
る
。
，

v
ユ
ヲ
ツ
ク
コ
え
チ
訟

一
一
、
同
様
世
帯
情
は
努
働
補
助
手
段
を
紹
劉
的
父
は
相
劉
的
に
擦
償
に
す
る
。
斯
t
し
て
務
働
金
援
物
の
四
阜
市
川
生
涯
一
夜
ヂ
滅
じ
従
っ
て
務
働
集
約

度
を
高
む
。

一
二
、
貨
幣
的
に
は
農
業
第
働
賃
銀
が
高
ま
る
。
併
し
且
民
業
生
産
物
債
務
の
騰
貴
程
で
は
な
い
。
故
に
之
に
針
す
る
購
買
力
は
滋
少
す
る
。
唯
工

業
製
品
に
封
す
る
購
買
力
は
増
進
す
る
c

そ
れ
は
農
業
生
産
物
に
針
す
る
購
買
力
の
減
少
以
上
に
な
る
。

二
一
一
、
経
営
組
織
に
質
化
な
く
、
農
業
技
術
も
工
業
的
補
助
材
料
も
同
一
な
れ
ば
、
努
力
並
に
資
本
の
際
用
は
一
定
の
限
界
そ
有
す
即
ち
此
の

限
界
以
上
で
は
目
単
位
国
績
賞
り
の
熔
問
量
を
培
加
し
て
も
之
に
よ
る
欣
穫
は
、
共
康
問
の
車
位
蛍
り
に
は
減
少
す
る
c

ハ
土
地
、
収
穫
父
は
報

長
業
経
営
方
式
理
論
の
研
究

九
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九

酬
漸
減
法
則
)

一
四
、
勢
力
及
資
本
の
使
用
を
二
百
面
積
営
り
に
増
加
し
て
業
割
合
に
収
穫
な
し
と
し
て
も
、
そ
れ
を
増
進
す
る
手
段
が
な
い
で
は
な
い
、
隠
後

利
用
性
の
低
き
作
物
を
其
高
き
も
の
に
鑓
へ
る
。
例
へ
ば
森
林
・
放
牧
地
・
刈
草
地
を
耕
地
や
園
地
に
挺
へ
る
。
休
閑
を
獄
じ
て
施
肥
・
深
耕

k
す
る
。
中
耕
作
物
を
増
す
。
間
作
"
混
作
・
後
作
・
多
毛
作
を
行
ふ
。

}
五
、
報
酬
瀬
被
の
結
果
同
一
土
地
の
集
約
化
合
止
め
他
土
地
の
開
裂
が
行
は
る
。
即
ち
刷
生
産
力
低
き
土
地
の
開
設
、
向
開
援
し
難
き
土
地
の
・

改
良
川
何
よ
り
完
全
な
る
技
術
的
補
助
手
段
の
採
用
向
生
涯
物
利
用
の
完
成
等
ο

一
六
、
報
酬
漸
減
法
則
に
並
ぺ
て
今
一
つ
の
法
則
即
ち
土
地
面
積
を
土
壌
物
質
に
て
補
ふ
こ
と
の
進
歩
の
法
則
を
立
て
る
。

-
七
、
技
術
の
進
歩
に
伴
ひ
土
地
利
用
を
自
由
な
ら
し
む
る
こ
と
は
人
口
増
加
に
伴
ひ
之
を
養
ふ
力
を
増
加
せ
し
台
る
所
以
で
あ
る
。

品

w
f
ツ

セ

シ

チ

ヨ

シ

ネ

・

，

ヲ

ヲ

，

、

え

エ

a
p
チ
l
，
シ
グ
ピ
ル
ザ
シ
グ

一
八
、
之
等
は
人
の
知
力
・
能
力
及
勤
勉
の
靖
借
地
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
圏
民
柴
養
の
根
本
義
は
滋
養
に
あ
る
。

私
の
興
味
は
斯
か
る
集
約
化
理
論
も
さ
る
と
と
乍
ら
分
業
理
論
に
存
す
る
。
般
に

m
人
が
食
趨
生
死
に
従
事
し

p
な
る
生
活
物
を

出
し
乱
な
る
自
家
使
用
量
と
b
-な
る
他
人
へ
の
供
給
量
に
ふ
心
配
し
た
り
と
せ
よ
。

b
友
る
食
縄
で
養
は
る
L

人
口
は
一
入
賞
伯
品
目

量
が
等
し
く

a
な
る
限
り
甲
田
H
ロ
で
あ
る
、
即
ち

1
p
u
l円
怒
る
閥
係
が
成
立
つ
。
食
糧
生
犀
者
以
外
が
何
を
し
ゃ
う
が
か
ま

H

H

m

w

回出

は
ぬ
の
で
あ
る
が
、
大
館
何
か
せ
ね
ば
な
ら
や
少
く
も
何
か
し
て
居
る
様
に
見
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
で
何
か
す
る
と
云
ふ
と
と
は

そ
れ
だ
け
の
労
務
を
果
し
て
居
る
と
と
で
あ
っ
て
、
閥
民
経
済
全
鵠
と
し
て
考
ふ
れ
ば
食
糧
生
点
の
穿
務
も
含
ま
せ
M
労
務
の
分
配
が

あ
り
そ
れ
が
交
換
或
は
蹟
く
配
給
の
形
で
個
々
の
経
済
叉
は
家
計
に
費
用
種
目
に
分
配
さ
る
L
理
で
あ
る
。
之
に
就
て
詳
細
な
と
と

は
費
料
を
蒐
集
し
て
か
ら
論
説
す
る
と
と
に
し
ゃ
う
が
、
此
虚

κは
岡
民
職
業
分
配
の
欣
態
が
経
営
及
家
計
の
究
目
分
配
の
欣
態
と

栴
鷹
守
る
で
あ
ら
う
と
と
を
示
唆
す
る
に
止
め
る
。
理
論
的
に
一
五
へ
ば
共
の
配
分
が
閣
民
経
掛
金
臨
の
進
歩
を
最
大
な
ら
し
む
る
様

に
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

チ
ユ

1
ネ
ン

ω
第
二
の
仮
定
は
農
地
生
斥
力
維
持
の
問
題
で
あ
る
。
農
業
は
共
生
応
力
緋
持
を
僚
件
と
し
て
利
用
せ
ら
る
。
先
づ



牧
草
地
が
牧
草
乞
刈
取
っ
て
も
共
地
力
を
減
托
す
る
と
と
な
く
加
之
共
牧
草
を
家
高
に
給
し
て
制
作
た
脱
肥
で
他
の
土
地
白
生
産
力
を

維
持
増
進
す
る
と
と
が
出
来
る
。
，
次
い
で
林
地
は
特
に
施
肥
す
る
と
と
な
く
し
て
生
産
力
を
維
持
す
る
が
共
落
葉
や
下
車
で
他
の
土

一
般
の
制
作
は
地
力
を
消
耗
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら

地
を
養
ふ
と
は
考
へ
ぬ
。
更
に
畑
作
地
の
休
附
は
地
力
快
復
の
手
段
と
見
る
。

厩
肥
宮
施
し
父
は
休
闘
し
て
地
力
を
柿
流
せ
ね
ば
な
ら
友
い
。
此
の
意
味
に
於
て
、
都
市
に
故
も
近
い
農
業
闘
で
は
都
市
役
務
の
厩

肥
を
搬
入
し
て
休
閑
な
き
連
作
鰹
替
を
行
ひ
件
、
第
二
の
闘
で
は
肥
料
を
要
せ
ざ
る
林
業
が
行
は
れ
、
第
三
以
遠
の
闘
で
は
牧
苧
栽

培
及
休
闘
に
よ
る
地
力
補
充
を
取
入
れ
た
る
穀
物
栽
培
と
飼
事
が
行
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
守
チ
ユ

l
ネ
ン
は
少
く
と
も
彼
の

経
験
せ
る
メ
タ
レ
ン
プ
ル
グ
で
は
ク
ロ
ー
バ
ー
を
入
れ
た
輪
作
く
ら
ひ
で
は
地
力
候
復
が
出
来
ぬ
と
見
、
ベ
ル
ギ
ー
風
輪
作
に
到
し

て
は
股
昧
な
態
度
を
と
っ
て
居
る
黙
が
、

ハ
ン
ノ
ヴ
ァ
ー
の
セ
ル
で
研
究
し
た
テ

1
ア
と
著
し
く
異
っ
た
も
の
と
な
っ
て
居
る
。
三

間
農
業
に
封
し
て
は
休
閑
が
牧
草
作
厩
肥
生
産
に
比
し
金
生
産
力
を
低
め
る
何
時
劣
っ
た
も
の
と
見
て
居
る
の
で
テ

1
ア
と
略
同
織
の

立
場
と
な
っ
て
居
る
。
之
に
闘
す
る
事
賓
は
如
何
。
気
候
が
比
較
的
乾
燥
せ
る
大
陸
内
部
等
で
は
牧
苧
の
生
育
は
悪
し
く
、
そ
れ
と

伴
ふ
て
雑
草
の
繁
茂
も
越
し
く
な
い
か
ら
、
穀
物
の
連
作
は
出
来
ぬ
と
と
な
く
、
唯
時
々
の
休
閑
即
ち
、
家
高
の
放
牧
や
度
々
の
緋

鋤
に
よ
っ
て
、
雑
草
を
断
っ
て
、
褒
々
と
云
ふ
風
に
儲
け
る
の
が
、
所
謂
一
一
.
岡
農
業
で
あ
る
。
此
の
方
が
貧
弱
乍
ら
多
数
の
人
口
を

養
ふ
可
能
性
が
あ
る
弓
休
閑
に
替
ふ
る
に
ク
ロ
ー
バ
ー
や
根
菜
を
栽
埼
す
る
と
と
は
人
道
肥
料
の
発
建
に
よ
っ
て
可
能
性
が
精
し
た

も
の
で
あ
る
。
所
初
改
良
コ
一
間
農
業
と
一
五
ふ
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
有
名
な
ノ

1
ア
オ

1
ク
シ
ス
テ
ム
と
一
五
ふ
も
の
も
元
来
安
在
隔

年
に
耕
作
す
る
二
岡
農
業
の
隔
年
の
休
閑
に
替
ふ
る
に
ク
ロ
ー
バ
ー
及
倶
楽
を
以
て
し
た
も
の
で
あ
っ
て
改
良
二
間
農
業
で
あ
る
。

ベ
ル
ギ
ー
式
輪
作
に
於
て
は
よ
り
隔
り
た
る
年
に
褒
作
す
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
J
F

ク
レ
ン
プ
ル
グ
式
穀
市
農
業
に
不
十
一
つ
て
は
姿
の

来
る
年
決
は
著
し
く
隔
っ
て
来
る
e

即
ち
多
作
の
歩
合
か
ら
見
れ
ば
コ
一
間
農
業
・
二
岡
農
業
・
多
聞
農
業
即
ち
倫
作
農
業
及
穀
草
農

業
と
云
ふ
風
に
生
虫
川
力
が
低
下
す
る
と
考
ふ
ぺ
き
で
あ
る
。
唯
祭
候
が
源
問
と
-
友
る
に
従
っ
て
寒
作
上
り
は
牧
市
作
に
趨
す
る
と
と

h
A

な
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
が
例
へ
ば
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
の
農
業
と
メ
ク
レ
ン
プ
ル
グ
の
農
業
佐
単
一
り
た
る
も
の
と
す
る
此
大
原
国

農
業
経
管
方
式
理
論
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研
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一
九
四

で
あ
る
。

チ
ユ

1
ネ
ン
や
ア

1
レ
ボ
ー
に
比
す
べ
く
も
な
い
が
、
現
代
の
農
業
経
替
製
者
で
ミ
ユ
ン
チ
ガ
ー
や
プ
レ
ン
ド
ラ
ー
を
制
介
し
て

皆
同
六

置
く
の
な
此
の
知
に
闘
し
無
意
味
で
な
か
ら
う
。
い
づ
れ
も
南
濁
グ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ヒ
の
ホ

l
へ
ン
ハ
イ
ム
高
等
農
業
単
校
教
授
で

あ
る
。
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ヒ
地
方
の
農
業
に
ワ
い
て
は
グ
l
リ
ッ
ツ
の
古
い
研
究
が
あ
り
三
岡
農
業
が
司
配
的
地
位
に
あ
る
が
一
部

に
草
地
粧
侍
及
口
市
川
経
替
の
あ
る
と
と
が
認
め
ら
れ
た
。
極
端
な
議
論
を
す
る
人
は
古
代
ゲ
ル
マ
ン
の
農
業
が
一
一
一
圃
農
業
で
あ
っ
た

と
云
ふ
。
か
の
タ
七
ツ
ス
の
ゲ
ル
マ
エ
ア
・
中
に
あ
る
言
葉
「
州
は
年
々
取
替
え
る
、
土
地
が
費
需
の
故
で
あ
る
」

h
p
Z門
戸
市

2
h
P
5
3

百
三
官
同
件
。
仲
間
£
、

2

3け

p
m
2
を
共
の
意
味
に
取
る
の
で
あ
る
の
勿
論
之
は
草
地
切
替
方
式
と
見
る
り
が
正
し
い
)
。
も
一
つ
極
端
-
な

の
は
之
が
土
地
割
格
制
度
だ
と
一
耳
ふ
の
で
あ
る
が
之
亦
邪
推
で
あ
ら
う
J
古
代
の
と
と
は
知
ら
や
、
中
世
に
於
て
は
農
業
の
緒
川
拍
散

闘
制
に
帥
竹
ふ
耕
作
強
制
で
、
秋
播
姿
・
存
播
ボ
ダ
・
休
闘
な
る
コ
一
闘
農
業
を
替
ん
だ
と
と
が
知
ら
れ
る
。
現
代
に
入
っ
て
体
闘
に
代
ふ

る
に
黒
葉
作
及
根
菜
作
が
取
込
ま
れ
た
が
、
事
実
を
二
年
績
け
て
栽
培
す
る
と
と
に
鑓
り
は
な
い
り
で
、
改
良
三
岡
農
業
と
謂
は
る
』

も
の
に
な
づ
た
の
で
あ
る
。
一
三
岡
農
業
が
此
地
方
の
主
方
式
た
る
理
由
は
姿
が
此
の
地
方
の
柏
乾
燥
せ
る
祭
候
地
味
に
趨
し
食
樹
と

し
て
の
a

海
-
妥
が
多
い
か
ら
で

b
る
。
唯
新
大
陣
か
ら
廉
慌
た
婆
が
輸
入
せ
ら
る
L

に
一
長
っ
て
他
に
轄
守
る
傾
向
な
し
と
は
し
な
い
だ

け
で
あ
る
。
此
地
方
で
も
山
地
で
は
草
地
紋
替
が
多
く
叉
都
市
附
近
で
自
由
経
替
の
議
菜
作
等
が
見
ら
れ
る
。
併
し
牛
乳
加
工
や
午

育
成
は
一
般
的
に
必
要
で
な
く
斑
茶
の
需
要
も
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
此
地
帯
は
農
業
人
口
の
割
合
が
多
く
共
自
給
自
足
が
か
な
り

重
要
な
の
で
あ
る
。

大
都
市
が
殻
建
し
他
業
人
口
が
多
く
な
っ
た
に
比
し
農
業
人
口
が
少
く
な
っ
た
と
と
の
原
因
で
あ
り
叉
結
果
で
あ
る
の
だ
が
、
外

闘
か
ら
の
穀
物
輸
入
が
多
く
な
れ
ほ
、
農
業
は
酪
農
や
読
菜
栽
培
に
重
鮪
を
置
く
や
う
に
な
る
。
主
た
る
理
由
は
新
大
陸
で
は
地
力

が
強
く
穀
物
栽
一
暗
に
過
し
て
居
る
と
と
で
る
る
。
奮
闘
闘
で
は
地
力
が
衰
え
日
用
機
潤
気
候
下
で
は
本
会
作
は
有
利
で
な
い
か
ら
特
別
の

保
護
で
も
な
く
ば
そ
れ
は
緋
持
さ
れ
な
い
。
併
し
乳
肉
蹴
茶
岡
市
賓
は
.
市
要
が
増
し
生
活
も
有
利
と
な
る
。



霞
際
チ
ュ

l
ネ
ン
は
つ
孤
立
問
の
開
係
に
於
て
は
臨
闘
い
高
産
闘
の
影
響
の
矯
め
に
寄
売
物
の
債
格
が
低
い
」
と
一
耳
目
ソ
て
居
る
が
、

畜
夜
を
主
と
す
る
理
山
は
地
力
が
低
度
で
耕
作
が
間
に
合
は
や
草
地
と
し
て
利
用
す
る
の
が
優
れ
る
と
と
に
あ
る
。
叉
「
休
凶
耕
を

慶
し
て
輪
栽
式
農
業
を
替
む
の
は
士
地
の
肥
力
が
増
大
し
て
純
粋
休
閑
耕
後
に
は
穀
物
が
倒
伏
す
る
程
度
に
建
し
て
初
め
て
有
利
で

あ
り
得
:
:
孤
立
岡
:
:
で
は
倒
伏
の
起
る
と
と
は
決
し
て
な
い
、
従
っ
て
孤
玄
園
:
:
・

κ於
て
は
輪
栽
式
は
厳
密
に
除
外
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
一
五
ふ
。
事
買
上
「
斉
産
物
債
高
き
に
穀
偵
の
み
下
落
す
れ
ば
、
三
間
式
(
の
穀
物
多
垂
範
皆
)
に
な
ら
な
い

で
飼
料
作
物
乞
ハ
耕
作
し
て
家
畜
を
飼
ふ
輪
作
農
業
乃
至
穀
仲
間
十
農
業
の
範
圏
在
〉
増
す
に
至
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
の
で
、

る
賠
以
下
に
下
れ
ば
穀
平
式
よ
り
三
園
式
へ
の
推
移
が
有
利
と
な
る
」
と
一
五
ふ
推
理
と
矛
盾
す
る
こ
と
を
考
へ
る
。

「
穀
慣
が
る

「
そ
の
際
そ
れ

ハ
推
理
〉
が
営
ら
な
い
の
は
事
情
が
異
る
に
由
る
」
と
一
五
ふ
説
明
を
強
く
反
省
し
て
見
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
加
之
「
孤
立
閥

で
は
:
:
都
市
近
傍
に
於
け
る
斎
産
業
の
純
牧
谷
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
、
然
る
に
ド
イ
ツ
の
多
く
の
地
方
で
は
・
:
:
富
市
開
業
に
よ
っ

て
純
牧
益
を
得
る
と
と
が
出
来
る
」
等
、
一
安
之
樹
逸
特
に
凶
北
猫
逃
が
畜
点
的
風
土
を
有
す
る
と
と
を
指
摘
せ
ら
る
-h

で
あ
ら
う
。

そ
れ
と
同
時
に
人
々
の
食
品
が
畜
産
物
の
方
に
草
賠
を
置
き
、
都
市
内
で
院
生
乳
と
鞭
肉
を
、
間
合
で
は
乳
製
品
と
麗
牛
を
、
更
に

遠
隔
の
土
地
か
ら
は
肉
及
肉
製
品
を
拳
げ
て
使
用
す
る
様
に
な
る
の
で
あ
る
。

チ
ユ

l
ネ
ン
と
共
賓
地
農
業
経
験
の
地
方
を
等
し
く
す
る
ア
レ
ボ
ー
が
、
同
一
農
場
内
に
低
漁
地
と
高
燥
地
と
あ
る
場
合
を
考
へ

共
の
割
合
の
差
に
よ
っ
て
雨
者
の
耕
種
法
に
差
を
生
守
る
と
と
を
論
じ
た
の
は
有
名
で
あ
る
。
ア
レ
ボ
ー
も
亦
た
低
漁
地
を
刈
草
地

と
し
殆
ど
肥
料
を
施
す
乙
と
な
く
し
て
永
年
生
産
力
を
維
持
し
、
そ
の
刈
草
を
以
て
家
畜
特
に
乳
牛
を
養
ひ
、
共
の
厩
肥
を
以
て
尚

燥
地
を
養
ふ
も
の
と
し
た
。
故
に
、
低
漁
地
少
く
厩
肥
の
生
産
が
少
〈
-
な
れ
ば
、
高
燥
地
は
緑
肥
を
栽
培
し
、
家
高
と
し
て
は
細
キ

を
採
ら
ね
ば
な
ら
ね
と
し
た
。
高
燥
地
の
宇
一
作
物
は
、
之
に
仲
ふ
低
滋
地
が
多
い
場
合
飼
料
川
根
菜
で
る
り
、
共
が
少
き
に
従
っ
て

馬
鈴
薯
よ
り
婆
を
多
く
す
る
も
の
と
考
へ
た
の
で
あ
る
e

此
事
も
牧
市
で
乳
牛
を
飼
養
す
る
農
業
か
ら
穀
物
稿
梓
で
緬
羊
を
飼
養
す

る
農
業
に
推
移
す
る
事
情
を
説
明
し
て
居
る
。

農
業
経
営
方
式
理
論
の
研
究

一
九
五
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ア
レ
ポ
ー
は
「
粧
情
的
地
位
が
:
:
:
有
刈
な
符
め
;
:
:
根
菜
作
物
が
作
ら
れ
:
:
・
放
牧
地
が
:
:
:
鹿
大
な
耐
積
を
占
め
る
結
川
市
ζ

れ
に
配
合
す
べ
き
・
:
:
飼
料
作
物
の
栽
市
を
必
要
と
す
る
所
で
は
輪
栽
式
経
俸
が
:
:
:
有
利
で
あ
る
。
併
し
純
輸
栽
式
を
採
用
す
る

と
と
が
特
に
高
度
、
に
進
歩
せ
る
経
替
の
純
去
で
あ
る
か
の
如
く
考
へ
る
の
は
正
し
く
友
い
:
:
:
テ

1
ア
は
:
:
:
紙
端
に
輪
栽
式
維
持

を
推
奨
し
た
の
で
多
数
の
ド
イ
ツ
農
民
政
・
:
:
利
益
を
得
た
:
:
・
~
が
邪
道
に
陥
っ
た
も
の
も
少
く
な
か
っ
た
:
:
:
あ
ら
ゆ
る
場
合
に

最
善
で
あ
る
と
一
五
ひ
件
る
掠
な
経
借
方
式
は
粧
情
的
地
位
の
有
利
な
所
に
於
て
さ
へ
も
存
す
る
も
の
で
泣
い
:
:
:
」
と
一
五
ふ
。

之
等
の
事
情
か
ら
見
れ
ば
農
業
は
立
地
の
保
件
に
よ
っ
て
著
し
く
異
る
ぺ
き
も
の
で
、
必
歩
輪
作
が
よ
く
連
作
が
悪
い
と
断
ぜ
ら

る
べ
き
で
な
い
。
」
角
度
農
業
は
寧
ろ
連
作
的
だ
と
私
は
信
や
る
。
例
へ
ば
本
邦
農
業
の
大
宗
た
る
稲
作
は
連
作
で
は
な
い
か
、
何
人

も
水
田
で
数
年
に
渉
る
輪
作
を
以
て
必
嬰
な
り
と
は
考
へ
ぬ
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
伊
太
利
に
於
け
る
水
稲
l
多
安
l
ク
ロ
ー
バ
ー
の

如
き
謂
は
む
二
年
三
%
北
海
道
に
試
み
ら
れ
た
水
稲
l
燕
姿
l
ク
ロ
ー
バ
ー
の
数
年
輪
作
の
如
き
、
幾
分
の
長
所
あ
り
と
す
る
も

進
歩
し
た
る
方
法
と
は
考
へ
ぬ
。
地
肥
法
の
進
歩
し
た
る
今
日
土
壌
養
分
吸
牧
の
差
異
を
以
て
連
作
を
担
否
ず
る
の
は
営
ら
な
い
。

唯
問
題
は
雑
草
や
病
掻
容
の
生
物
的
閥
係
に
の
み
存
す
と
云
ふ
ぺ
き
で
る
る
。
例
へ
ば
亜
麻
は
畑
地
で
数
年
隔
の
輪
作
を
必
援
と
す

る
が
そ
れ
は
土
壌
細
菌
の
関
係
に
よ
る
も
の
で
、
水
間
欣
態
と
し
て
之
を
断
つ
得
水
稲
の
裏
作
と
す
れ
ば
年
々
一
耕
作
が
可
能
な
ら
ん

、.、
..
 

、.、.

と
謂
は
れ
、
基
崎
で
は
試
み
ら
れ
つ
』
あ
る
如
き
で
あ
る
。
葵
を
連
作
す
る
三
間
農
業
、
馬
鈴
曲
者
を
連
作
す
る
自
由
農
業
、
一
致
を
連

作
す
る
何
と
か
農
業
も
一
概
に
否
定
せ
ら
る
ぺ
き
で
は
な
い
。
少
く
も
或
地
方
叉
或
経
替
で
は
主
作
物
を
定
め
て
之
に
集
中
し
え
部

分
。
面
積
を
之
に
首
て
唯
幾
分
複
雑
多
角
化
、
休
附
又
は
倫
作
、
自
給
・
日
足
の
方
法
を
講
ゃ
る
の
が
よ
い
の
で
あ
る
。

プ
リ
ン
タ
マ
ン
は
農
業
経
借
方
式
決
定
の
原
理
を
労
働
分
間
・
輪
作
・
地
力
均
衡
・
飼
料
均
衡
・
自
給
・
危
険
分
散
等
に
求
め
て

居
る
が
併
し
向
ほ
之
等
を
以
て
相
封
的
意
義
b
正
要
求
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
と
な
し
又
た
或
時
は
共
一
を
よ
り
重
要
な
ら
し
め
他
の
と

き
は
他
の
も
の
を
よ
り
重
大
な
ら
し
め
る
と
云
ふ
。
例
へ
ば
「
不
良
な
る
自
然
並
び
に
経
済
的
保
件
心
下
に
於
て
は
土
地
利
用
の
多

耐
性
は
主
と
し
て
共
理

-mを
附
労
働
均
等
化
の
原
則
の
中
に
、
叉
良
好
な
る
僚
件
の
下
に
て
は
作
物
更
替
の
原
則
の
中
に
有
す
、
組
じ



て
多
耐
性
は
生
産
保
件
の
よ
さ
と
共
に
増
加
す
る
」
と
一
五
ふ
。
私
案
で
は
各
原
理
の
何
れ
も
が
内
部
的
に
相
封
性
を
持
っ
て
目
的
る
。

例
へ
ば
労
働
分
配
の
原
則
は
「
全
期
間
を
通
じ
て
よ
り
均
等
に
分
配
さ
る
れ
ば
さ
る
h

程
一
定
量
の
持
働
力
及
労
働
柿
助
手
段
を
以

て
作
物
を
栽
培
し
牧
獲
し
得
る
面
積
は
議
k

増
大
す
る
、
叉
可
及
的
少
額
の
費
用
で
摘
む
」
と
す
る
が
「
逆
に
経
皆
所
要
の
労
働
誌

の
季
節
的
境
化
に
感
じ
て
或
程
度
迄
は
蹴
労
働
の
供
給
を
順
路
せ
し
め
る
と
と
も
出
来
る
」
と
な
し
、
季
節
臨
時
雇
傭
人
使
用
の
如
き

を
示
唆
す
る
。
普
通
大
農
場
せ
後
法
で
経
侍
せ
ら
れ
る
。
小
農
家
が
最
繁
忙
期
に
充
分
な
る
労
働
力
を
備
へ
、
他
の
季
節
に
副
主
や

出
稼
を
す
る
様
な
場
合
、
本
首
の
農
業
経
替
は
出
来
ぬ
も
の
で
る
る
。
即
ち
少
く
も
進
歩
の
必
須
僚
件
と
し
て
専
門
化
が
必
要
で
あ

る
。
復
雑
多
両
化
は
慣
熟
に
よ
フ
て
可
能
と
な
り
、
普
及
に
よ
っ
て
初
め
て
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
衣
の
輪
作
原
則
に
就
て
は
詳

論
し
た
。
地
力
均
衡
は
下
肥
・
堆
厩
肥
・
金
肥
の
他
よ
り
の
供
給
に
よ
っ
て
著
し
く
解
放
さ
れ
た
。
飼
料
均
衡
は
原
則
と
し
て
粗
飼

料
を
日
給
し
濃
厚
飼
料
は
他
よ
り
の
供
給
に
待
つ
の
が
普
通
と
な
っ
で
居
る
。
自
給
即
ち
農
家
食
糧
D
自
家
生
定
も
え
に
奨
助
せ
ら

る
L

が
、
そ
れ
は
現
在
近
郊
市
民
が
斑
菜
を
臼
家
生
産
す
る
の
と
同
様
の
意
味
に
し
か
な
る
ま
い
。
危
険
分
散
も
亦
或
程
度
起
必
嬰

で
あ
ら
う
が
そ
れ
の
み
考
へ
る
如
き
と
と
は
遁
営
で
な
い
。
現
在
の
様
友
不
足
不
安
の
時
代
上
述
複
雑
多
面
化
は
自
然
的
に
行
は
れ

話
五

る
が
、
反
討
の
方
向
を
取
る
の
が
常
道
か
と
思
は
れ
る
。

分
業
と
進
歩
を
結
び
つ
け
る
と
と
等
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
に
師
る
様
、
な
も
の
で
あ
る
。
一
種
テ

l
ア
の
如
き
ス
ミ
ス
を
組
越
す
と
一
五
ひ

農
業
は
牧
径
を
目
的
と
す
と
一
式
ひ
乍
ら
自
身
の
事
問
に
ど
れ
だ
け
共
を
指
導
原
理
と
し
て
建
設
し
た
で
あ
ら
う
か
。
チ
ユ
i
ネ
ン
や

ア
l

レ
ボ
ー
は
暗
猷
に
は
そ
れ
を
や
っ
て
居
る
の
だ
が
明
白
で
は
な
い
。
牧
九
位
と
云
へ
ば
如
何
に
も
金
銭
私
欲
に
執
は
れ
る
様
で
あ

る
が
、
物
的
牧
益
も
心
的
牧
益
も
あ
り
、
叉
同
民
経
済
的
牧
谷
ム
」
云
ふ
も
の
も
る
る
。
牧
谷
を
庚
く
解
し
て
粧
情
感
の
指
導
原
理
と

す
る
と
と
と
そ
必
要
で
あ
っ
て
、
斯
く
し
て
の
み
買
の
一
元
的
指
導
原
理
を
持
っ
た
経
常
皐
が
立
て
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
多
元
的
な

原
則
も
之
か
ら
誕
生
し
た
も
の
で
あ
っ
て
初
め
て
意
義
が
あ
る
の
で
、
樹
立
せ
る
多
元
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(
昭
和
十
九
年

μ
月
)

品
目
業
簡
管
方
式
理
論
の
研
究

一
九
七
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註
一
註
二

渡
議
侃
「
農
業
開
管
大
小
の
問
題
」
.
且
同
業
開
済
研
究
一
六
ノ
ニ
昭
和
十
六
年

混
同
農
業
と
云
ふ
言
葉
が
か
な
り
用
ひ
ら
れ
て
跨
る
が
あ
ま
り
感
心
し
な
い
の
で
私
は
混
合
と
云
ふ
言
葉
を
泊
ひ
て
居
る
。
混
同
の
誇

源
は
佐
藤
信
淵
の
混
岡
山
側
策
な
ど
に
闘
係
が
あ
ら
う
か
。
回
目
阿
宮
田
と
云
ふ
言
葉
は
英
語
投
書
に
該
蛍
意
味
で
は
姿
見
せ
ら
れ
ぬ
。

E
4
2
5
E
と
一
式
ふ
の
が
∞
帽
の
口
笠
宮
包
に
釣
し
て
用
ひ
ら
れ
て
居
る
。
(
吋

φ
・
者
m
H
B
Z
H
一
司
局
自
民
自
品
。
旨
gご

チ
ユ
?
ネ
シ
の
著
警
は
近
藤
康
男
謬
「
孤
立
図
」
ア
1
レ
ボ

l
の
著
書
は
柏
紡
賢
謬
「
農
業
組
管
撃
の
基
礎
理
論
」
永
友
繁
雄
誇
「
官
業

種
管
理
・
」
で
容
易
に
近
づ
け
る
様
に
な
っ
た
こ
と
感
謝
に
犠
え
ぬ
。
本
稿
中
引
用
文
は
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
侍
る
。

津

田

枚

二

郎

「

チ

ユ

1
ネ

ν
の
農
業
揺
管
組
織
」
農
業
極
捕
間
前
究
-
九
ノ
四
昭
和
十
九
年

氏
は
立
地
に
糊
到
し
組
織
を
重
ん
じ
て
チ
ユ

1
ネ

ν
の
第
一
圏
に
立
地
す
べ
き
経
営
組
織
が
自
由
と
規
定
せ
ら
る
h

よ
り
も
或
積
の
組
織
を

有
す
べ
き
こ
と
を
想
定
さ
れ
た
。
チ
ユ

1
ネ
ン
の
自
由
輝
雄
官
の
代
表
的
な
る
も
の
は
馬
鈴
薯
の
題
作
で
あ
り
叉
ク
ロ
ー
バ
ー
の
漣
作
で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
輪
作
で
は
な
レ
。
恰
・
も
其
第
二
閤
が
林
木
の
纏
綬
栽
犠
な
る
に
似
る
。
第
三
間
は
禾
草
栽
培
の
酪
長
、
第
四
圏
は
三
闘
設

業
に
よ
る
穀
作
で
あ
る
。
輪
作
と
か
休
閑
主
か
は
手
段
で
あ
っ
て
目
的
で
な
い
。
此
の
意
味
に
於
て
津
田
氏
の
所
謂
各
種
作
討
の
組
合
が

一
年
多
毛
作
を
云
ふ
の
か
、
多
年
輪
作
で
あ
る
か
立
問
題
と
な
る
。
多
年
に
渉
る
輪
作
な
ら
ば
概
し
て
馬
鈴
薯
遺
作
に
敵
は
ぬ
。
一
年
多

毛
作
な
れ
ば
馬
鈴
薯
を
多
作
と
し
夏
作
に
他
の
も
の
を
栽
培
す
る
こ
と
が
有
利
な
る
は
勿
論
で
あ
る
。
唯
チ
ユ

1
ネ

ν
の
故
郷
で
は
一
年

多
毛
作
は
出
来
な
か
っ
た
ま
で
父
あ
る
。
一
般
的
に
見
て
プ

p
y
グ
マ
シ
の
所
謂
均
衡
目
的
で
努
働
分
配
や
間
粉
食
斜
の
自
給
の
矯
め
組

、

、

、

、

織
を
定
め
る
こ
と
は
チ
ユ

1
ネ
ン
の
考
へ
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
唯
普
通
肥
籾
井
」
謬
さ
る
L
厩
肥
が
其
昨
代
主
た
る
肥
料
で
あ
っ
た
か
ら

其
供
給
〈
移
動
)
閣
総
帥
の
故
に
柿
閉
山
首
相
織
が
鍵
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
、
人
治
肥
籾
の
普
及
し
た
今
日
で
は
ま
た
趣
が
鑓
る
わ
け
で
あ
る
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